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１．東北中央自動車道の概要 1

 東北中央自動車道は、福島県・山形県・秋田県の内陸地域の主要都市を結ぶ計画延長約２６８ｋｍの高規格幹線道
路であり、９４ｋｍ（３５％）が開通済み

 今回の対象区間は、秋田・山形県境付近に位置する「下院内～雄勝こまち」

＜詳細図＞
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２．地域の概要（位置）

 対象地域は、両県庁所在地から約１００ｋｍ帯に位置し、計画区間沿線の秋田県湯沢市の１市

 役内川沿いの豊かな水田地帯を形成している自然環境豊かな地域

＜対象地域の市町村＞

出典：Ｈ２２国勢調査

2

＜沿線市町の人口＞ 出典：Ｈ２２国勢調査
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計
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２．地域の概要（人口） 3

 対象地域の人口は、全国や秋田県・山形県を上回るペースで減少

 さらに、高齢化率も全国より１０年程度早いペースであり、労働力（生産年齢人口）の減少が顕著

＜人口の推移（対S55比率）＞

＜対象地域の高齢化率推移＞

出典：国勢調査（S55-H22）
国立社会保障・人口問題研究所（H27-H42）

＜対象地域の年齢別人口推移＞

出典： H22国勢調査
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秋田県：41.0%
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出典：国勢調査（S55-H22）
国立社会保障・人口問題研究所（H27-H42）

※H27-H42：推計値

※H27-H42：推計値
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２．地域の概要（気象条件）

 対象地域は、出羽山地や奥羽山脈に囲まれた地域であり、全域が特別豪雪地帯に指定される東北有数の豪雪地帯

 降雪量や降雪日数は他地域に比べ高く、近年は過去１０年間平均と比べても多い降雪量となっており家屋倒壊など
多くの被害が発生

＜豪雪地帯の指定状況＞

出典：全国積雪寒冷地帯振興協議会

4

で わ おう う

88 86

58 55
40

14

0

20

40

60

80

100

120

湯沢市 新庄市 秋田市 山形市 盛岡市 仙台市

（日）

858

1,003

905

538
595

936

798

500

620

828

539
696

573

810
665

713676

873

982

799

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

（cm）

湯沢市 新庄市

745 745

293 317
219

50
0

200

400

600

800

1000

湯沢市 新庄市 秋田市 山形市 盛岡市 仙台市

（cm）

［Ｈ24年の湯沢市内］

出典：気象庁ＨＰ
※年間降雪量はH24までが最新

＜年間降雪量（H15～H24平均）＞ ＜年間降雪日数（H16～H25平均＞

＜湯沢市・新庄市の年間降雪量推移＞

出典：気象庁ＨＰ

湯沢市の
H15～24の平均



２．地域の概要（気象条件２）

 対象地域を通過する国道１３号は、特に積雪が多い区間であり、厳しい気象条件を有する路線

 今回の対象区間では、積雪による道路交通への影響が大きい状況
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至 新庄

至 新庄

2013/11/14 2012/02/01

［降雪による視界不良により、低速走行での通過］

■降雪による路面状況
の悪化

［積雪によりトンネル坑口部での雪庇処理（片側交互通行）］

■トンネル抗口の雪庇
処理による交通規制

＜国道１３号の降雪状況＞

［降雪量が多く除雪が間に合わないため、通行に支障］

2013/11/25

至 秋田

■降雪による路面状況
の悪化

2012/02/01

至 秋田

2012/06/19

至 秋田

2010/01/15

＜国道13号沿線地域の最大積雪深（H24）＞

出典：国道事務所資料
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２．地域の概要（地域間流動）

 対象地域では、通勤や買い物等、秋田・山形県境をまたいだ日常生活交通も存在

 地域間流動を支える交通網は、国道１３号とＪＲ奥羽本線であるが、ＪＲ奥羽本線が自然災害（豪雪）に脆弱な事
もあり、自動車への依存度が高い当該地域では国道１３号が重要な地域間の移動経路
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＜対象地域の日常生活流動＞

国道１３号

ＪＲ奥羽本線

出典：通勤／H22国勢調査
買物／H24山形県の買い物動向、H23秋田県買物動向調査の結果より算出
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＜自動車保有状況＞

＜新庄市～湯沢市間のＪＲ奥羽本線の運休状況＞

出典：ＪＲ東日本秋田支社資料

●冬期の運休

H24.12～H25.3の4ヶ月間で２４３本が運休
⇒運行本数の約１割に相当

JR奥羽本線

豪雪

出典：（人口・世帯数）H22国勢調査
（保有台数）国土交通省資料（H23末時点）

243本
（H24.12～H25.3）

12月：89本
（37％）

1月：98本
（40％）

2月：41本
（17％）

3月：15本
（6％）



３．地域の状況と課題（経済）

 対象地域の北部では工業団地が集積しているが、対象区間沿いは工業団地数が少ない

 対象地域の主たる産業は、飲料・たばこ・飼料や食料品

 製造品出荷額では、１０年前に比べ大きく落ち込んでおり、全国平均や東北平均に比べても伸び悩みが顕著
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＜各市の位置と周辺の工業団地立地状況＞

出典：東北経済産業局HP

分譲済工業団地
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＜製造品出荷額（H23/H14）＞

出典：H14-23工業統計調査（経済産業省）
※横手市と湯沢市のＨ１４の値は市町村合併した町村分を含む

＜産業分類別製造品出荷額（H23）＞

出典：H23工業統計調査（経済産業省）
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３．地域の状況と課題（物流）

 秋田県内からの貨物流動は関東方面が最も多く、その主なルートは国道１３号

 しかし冬期にあたっては、降雪による路面状況の悪化による速度低下や除雪作業に伴う通行規制により、時間通り
に配送できないことや、通行止め時には東北道に切り替えることによる燃料費の増加等など、企業活動に影響
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2006/01/13

［県境部での通行止めによる規制］
（国道108号交差点）

宮城県

山形県

福島県

新潟県

福島飯坂ＩＣ

秋田中央ＩＣ

横手ＪＣＴ

■通常時
Ｒ１３、中央道経由
延 長：約220km
時 間：約3:40
燃料費：約8,600円

■迂回時
東北道経由
延 長：約250km
時 間：約3:00
燃料費：約10,300円

首都圏へ

資料：（延長・時間）H22道路交通センサス
（燃 料 費）国土技術政策総合研究所資料

「自動車排出係数の根拠」より算出

【物流事業者の声】

・冬期は特に、時間通りに配送ができ
ないため、ドライバーの残業代が増
え負担になるとともに、収益が悪化
する。また、顧客にも迷惑をかける
ことになる。

・通行止め時は、納期遅れの解消やド
ライバーの拘束時間の厳守のため、
大幅な迂回を強いられ、燃料費増加
などの影響がある。

【物流事業者の声】

・冬期は特に、時間通りに配送ができ
ないため、ドライバーの残業代が増
え負担になるとともに、収益が悪化
する。また、顧客にも迷惑をかける
ことになる。

・通行止め時は、納期遅れの解消やド
ライバーの拘束時間の厳守のため、
大幅な迂回を強いられ、燃料費増加
などの影響がある。

＜通行止め時の物流ルート＞

秋田県秋田県

青森県青森県
８％８％

岩手県岩手県
２０％２０％

宮城県宮城県
２０％２０％

福島県福島県
３％３％

山形県山形県
８％８％

北陸北陸
２％２％

関東関東
３３％３３％中部以西中部以西

４％４％

＜秋田県からの貨物流動＞

資料：H23貨物地域流動調査

資料：H11センサス路側OD調査

東北道
32%

国道7号
28%

国道国道1313号号
37%37%

その他
3%

［秋田県～関東間の物流ルート］



３．地域の状況と課題（産業）

 秋田県はスギ素材の生産量が全国２位であり、主に隣県や関東方面への出荷が多い

 対象地域の企業では、高速道路の一部開通により輸送時間が短くなり輸送の効率化が図られた一方で、冬期は対象
区間での速度低下などの影響から生産サイクルが低下するなどの問題も指摘

9

＜秋田県外への木材出荷先＞

出典：Ｈ２３貨物地域流動調査

秋田県秋田県

青森県青森県
５％５％

岩手県岩手県
１３％１３％

宮城県宮城県
２６％２６％

福島県福島県
３％３％

山形県山形県
１２％１２％

北陸北陸
３％３％

関東関東
２６％２６％

中部以西中部以西
１２％１２％

＜湯沢雄勝地域から最上地域への木材出荷の例＞

■トピック
主寝坂道路の開通により、真室川～金山間の輸送の効率化が図れ、

年間２千万円のコスト縮減につながった。（製材業者）

由利本荘市

山形県 宮城県

秋田県

大崎市

342

398

108

47

13

344
東
北
中
央
自
動
車
道

東
北
中
央
自
動
車
道

新庄ＩＣ新庄ＩＣ

（仮）昭和ＩＣ（仮）昭和ＩＣ

雄勝雄勝ここまちＩＣまちＩＣ

須川ＩＣ須川ＩＣ

三関ＩＣ三関ＩＣ

湯沢ＩＣ湯沢ＩＣ

十文字ＩＣ十文字ＩＣ

（仮）新庄北ＩＣ（仮）新庄北ＩＣ

398

製材工場
（金山町）

製材工場
（真室川町）

製材工場
（上院内）

原木原木

原木原木
原木原木

丸太丸太

木材木材

首都圏方面
へ出荷

湯沢市

真室川町

金山町

新庄市

東成瀬村

横手市

羽後町

鮭川村

戸沢村

①湯沢雄勝地域で切り出した原木を、
上院内地区・真室川町・金山町の
製材工場へ搬入

②原木の樹皮をはいで丸太に加工
し、金山町の製材工場へ搬入

③原木や丸太を製材し、木材製品と
して出荷

出典：製材業者ヒアリングより
【地域の声】

・木材輸送は荷台が重く、冬期は特に重大事故となることから細心の注
意を払っている。また、冬期は運搬時間も含め生産サイクルが下がる
ことが課題である。 ［雄勝広域森林組合］

【地域の声】

・木材輸送は荷台が重く、冬期は特に重大事故となることから細心の注
意を払っている。また、冬期は運搬時間も含め生産サイクルが下がる
ことが課題である。 ［雄勝広域森林組合］

院内地区の輸送状況

木材木材

※木材：原木（製材用や
杭木）、加工された製
材、その他林産品

秋田県内
へ出荷

宮崎,
14%

秋田, 9%

大分, 8%

熊本, 6%

青森, 5%

その他,
58%

＜スギ素材の全国シェア＞

出典：Ｈ２４木材統計

全国生産量
９９６万ｍ３



秋田県
178%

北海道
191%

岩手県
104%

青森県
112%

山形県
132%

鹿児島県
85%

福島県
72%

宮城県
69%

茨城県
70%

栃木県
75%

富山県
77%

福井県
66%

宮崎県
65%

熊本県
61%

島根県
70%

鳥取県
63%

埼玉県
11%

千葉県
29%

東京都
1%

神奈川県
2%

山梨県
20%

岐阜県
26%

静岡県
18%

愛知県
13%

京都府
13%

大阪府
2%

兵庫県
16%

奈良県
15%

広島県
24%

石川県
50%

長野県
52%

三重県
42%

滋賀県
49%

岡山県
39%

大分県
50%

長崎県
46%

山口県
34%

愛媛県
38%

高知県
49%

香川県
36%

徳島県
44%

群馬県
33%

新潟県
102%

福岡県
22%

佐賀県
99%

和歌山県
30%

沖縄県
23%

 秋田県は、全国トップクラスの食料自給率を誇る日本の食料基地

 対象地域ではイチゴの生産に取り組み、夏期では全国第２位のシェアを誇るまでに成長

 しかし、食品は物流コストの割合が高く、特にいちごは輸送コストが９割を占めるため、輸送の効率化が必要

全国第２位

＜都道府県別自給率（Ｈ２３）＞

資料：農林水産省資料

0％～30％未満

30％～60％未満

60％～100％未満

100％～150％未満

150％以上

凡例

３．地域の状況と課題（農業） 10

6.8

6.6

4.4

3.3

1.7

9.4

0 5 10

食品（要冷）

紙・パルプ

鉄鋼

一般機器

精密機器

医薬品

（％）

92％

8％

【物流コスト】 「輸送」「保管」「包装・荷役」「管理・経費」等物流全体に要する費用
【輸送コスト】 「人件費」「各種料金」「燃料費」「車両・施設費」等あらゆる輸送に要する費用

＜売上高に対する物流コストの割合＞

資料：2011年度物流コスト調査報告書より
※主な項目を抽出

＜物流コストに対する輸送コストの割合＞

資料：ＪＡへのアンケート結果

輸送コスト

その他

26.3%

16.2%
12.7%

8.3%
6.0%

0%

10%

20%

30%

栃木 秋田 群馬 北海道 福島

＜東京卸売市場における夏期(6～10月)の
いちごの都道府県別取り扱い量＞

資料：東京卸売市場ＨＰ（H24）



３．地域の状況と課題（医療）

 対象地域からの救急搬送は、第３次救急医療施設が遠いため直接搬送されることはなく、一旦近隣の第２次救急医
療施設へ搬送され、その後症状によって第３次救急医療施設へ搬送

 そのため、病院間連携及び搬送時の時間短縮が課題であり、特に冬期間は堆雪により追い越しが困難な状況が発生

11

【地域の声】

・救急搬送時は、時間短縮や患者への負担軽減のため、使える場合は高
速道路を必ず利用している。

・大型車がいると追い越せないので、広いところまで追従することにな
り、冬期は特にその影響が大きい状況である。

［湯沢雄勝広域消防本部］

【地域の声】

・救急搬送時は、時間短縮や患者への負担軽減のため、使える場合は高
速道路を必ず利用している。

・大型車がいると追い越せないので、広いところまで追従することにな
り、冬期は特にその影響が大きい状況である。

［湯沢雄勝広域消防本部］

■第３次救急医療施設が近い場合

■対象地域の場合（湯沢雄勝地域の例）

＜対象地域の救急搬送・転院搬送状況＞ ＜対象地域の課題＞

秋田赤十字病院 等

第３次

秋田市

救急搬送

２５９件

対象地域
（雄勝分署管轄）

雄勝中央病院 他

第２次

秋田赤十字病院 等

第３次

概ね７５分

救急搬送 転院搬送

雪雪 堤堤

雪雪 堤堤

●通常期の救急搬送

●冬期の救急搬送

✈✈

46

13

48

112東北横断自動車道

東北横断自動車道
酒田線
酒田線

東
北

中
央

自
動

車
道

東
北

中
央

自
動

車
道

日
本

海
沿

岸
東

北
自

動
車

道

日
本

海
沿

岸
東

北
自

動
車

道

東
北
横
断
自
動
車
道

東
北
横
断
自
動
車
道

釜
石
秋
田
線

釜
石
秋
田
線

✈✈

✈✈

47

7

雄勝中央病院

県立新庄病院

日本海総合病院

県立中央病院

秋田赤十字病院ほか

対象地域

町立金山診療所

平鹿総合病院

徳州会病院

■第２次医療施設までの
搬送件数（Ｈ２４）

雄勝分署 ２５９件

町立真室川病院

町立羽後病院

秋田赤十字病院まで
約７５分

出典：湯沢雄勝広域消防本部資料
※第３次医療施設までの搬送時間はH22センサスを基に算出

：第３次救急医療施設

：第２次救急医療施設



ゆざわ
ジオパーク

湯沢市

羽後町

東成瀬村

真室川町

金山町

新庄市

最上町

鮭川村

舟形町

横手市

庄内町

酒田市

あきのみや

秋ノ宮温泉郷

道の駅
おがち

道の駅とざわ

おやすきょう

小安峡温泉

にしもない

西馬音内
盆踊り会館

くりこま

ジュネス栗駒
スキー場

もがみ しんじょう

最上公園・新庄城址

川の駅
ヤナ茶屋もがみ

もがみ

最上川舟下り

かわらげ

川原毛地獄

やはぎけ

旧矢作家住宅

まむろ川温泉
梅里苑

あかくら

赤倉温泉

３．地域の状況と課題（観光） 12

 対象地域には、日本ジオパーク認定を受けた「ゆざわジオパーク」をはじめとした多くの観光資源が存在

 しかし、秋田～山形間は同じ距離の太平洋側に比べ時間がかかり、観光事業者からは移動時間がかかることで「ツ
アーに組み込むのが難しい」などの指摘もある

【地域の声】

・秋田～山形間は時間がかかるため、時
間が制約となってツアーに組み込むの
が難しい。［観光事業者］

【地域の声】

・秋田～山形間は時間がかかるため、時
間が制約となってツアーに組み込むの
が難しい。［観光事業者］

＜対象地域の主な観光地＞

開通済み
事業中
未事業化

開通済み
事業中
未事業化

ジオパーク範囲

きじやま

木地山高原温泉

ゆのはら

湯ノ原温泉

よこぼり

横堀温泉

おううかなざわ

奥羽金沢温泉

いなにわ

稲庭うどん工場見学

かわらげ

［川原毛地獄］
出典：あきたファンドッとコム

あきのみや

［秋ノ宮温泉郷］
出典：秋の宮温泉郷ＨＰ

＜ジオパークとは＞
ユネスコが支援する、地形や地層、火山などの

地質的な特徴を保護するだけでなく、学習活動や
ジオツーリズムなど観光を通じて科学の普及や地
域振興につなげるプログラム。

H16：世界ジオパークネットワーク設立
H21：日本ジオパークネットワーク設立

★ゆざわジオパークは平成24年9月
に日本ジオパークに認定。

H25.10現在
世界ジオパーク：6箇所
日本ジオパーク：32箇所

：世界ジオパーク

：日本ジオパーク

おやすきょう

［小安峡温泉（大噴湯）］

［道の駅おがち］
出典：秋田県ＨＰ

年間3万人（H24） 年間31万人（H24）

＜概ねの都市間距離と時間＞

出典：H22道路交通センサス、各県観光統計
※距離はIC～IC間距離で算出
※高速道路が無い区間は現道距離

秋田市
（秋田中央ＩＣ）

山形市
（山形蔵王ＩＣ）

宮城県内
（村田ＩＣ）

盛岡市
（盛岡ＩＣ）

秋田市～山形市
延長：約200km
時間：約3:00

盛岡市～宮城県内
延長：約200km
時間：約2:20

同じ距離でも
約４０分長い

出典：あきたファンドッとコム

写真
差し替え

道の駅おおさと

４３万人

（Ｈ２４）

４３万人

（Ｈ２４）

道の駅おがち

３１万人

（Ｈ２４）

３１万人

（Ｈ２４）

３万人

（Ｈ２４）

３万人

（Ｈ２４）

秋ノ宮
温泉郷

花巻温泉

３８万人

（Ｈ２4）

３８万人

（Ｈ２4）

凡例 観光入込客数
（調査年次）

観光入込客数
（調査年次）



３．地域の状況と課題（冬期観光） 13

台湾からの
チャーター便

台湾への
チャーター便

【地域の声】
・冬期の国道１３号は高速のように移動時間が読めず、道路の除雪等の問題もあるこ
とから、周遊プラン設定の際、観光地滞在時間が短くなったり、周遊箇所数が減る
等移動時間が課題となっている。 ［秋田県観光振興課］

【地域の声】
・冬期の国道１３号は高速のように移動時間が読めず、道路の除雪等の問題もあるこ
とから、周遊プラン設定の際、観光地滞在時間が短くなったり、周遊箇所数が減る
等移動時間が課題となっている。 ［秋田県観光振興課］

 秋田県では、東日本大震災の影響はあるものの外国人観光客は前年比増であり、特に秋冬が人気

 台湾からのチャーター便を利用した事例では、東北各地を周遊する広域観光が行われているが、秋田～山形間の移
動に関して、冬期渋滞に伴う移動時間の遅れなどが課題

＜東北周遊観光プラン（事例）＞

高速道路

角館

最上川

寒河江

蔵王

磐梯朝日国立公園
会津・猪苗代

仙台・松島

高速道路 高
速
道
路

一般道（R47）

もがみ

［最上川舟下り（戸沢村）］
出典：戸沢村HP

ざおう じゅひょう

［蔵王の樹氷（山形市）］
出典：やまがたへの旅

福島空港福島空港

秋田空港秋田空港

横手

出典：秋田県公表資料より作成

よこて

［横手のかまくら（横手市）］
出典：横手市HP

拠点間の移動は
全て大型バス

対象区間 冬期の速度低下
除排雪による通行規制

（万人）

1.1

0.80.8

1.2

0.0

0.5

1.0

1.5

３～５月 ６～８月 ９～１１月 １２～２月

（万人）

4.5

5.5

2.1 2.4

0

2

4

6

H21 H22 H23 H24

＜秋田県の訪日外国人の推移＞

出典：秋田県観光統計

出典：秋田県観光統計（H21～H24年度）

東日本大震災

＜外国人宿泊客の季節別内訳（H21～H24平均）＞



４．道路交通の状況と課題（国道１３号の交通状況）

 対象区間における交通量は、約４７百台/日(H25)であり、そのうち大型車は約３割と多い

 利用交通内訳からみると、概ね１９百台/日が通過交通
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院
内
道
路

秋田県

湯沢市

至

山
形

至

秋
田

至 大崎

奥羽本線

108

108

13

至 由利本荘

T10=8,253台/日

T10=3,275台/日

T10=4,551台/日

利用内訳イメージ

対象地域内々交通

内外交通内外交通

通過交通

湯沢横手道路

下院内～雄勝こまち

約5km

院内道路（事業中）

3.0km

湯沢横手道路（開通済）

29.0km

T10=6,010台/日

T10=7,215台/日

（百台/日）

51 46 47

33% 35% 25%
0

50

100

150

H17 H22 H25

小型車

大型車

（百台/日）

35 33

39%40%
0

50

100

150

H17 H22

小型車

大型車

（百台/日）

143

60
72

24%
14%

24%

0

50

100

150
小型車

大型車

出典：【交通量推移】各年次道路交通センサス（H17、H22）、※交通量調査結果（H25.9.26）
【利用内訳】H17道路交通センサス交通量推計結果

＜湯沢市下院内＞

内々交通
４１％

２１百台

内外交通
２１％

１１百台

通過交通
３８％
１９百台

[利用内訳]

※

＜湯沢市上院内＞ ＜湯沢市小野＞

※湯沢横手道路
H19.8開通

R13現道

H22H17

R13現道 湯沢横手道路 湯沢横手道路



４．道路交通の状況と課題（幾何構造）

 対象地域を通過する国道１３号は、防災点検要対策箇所が２箇所存在

 また、トンネル坑口等で雪庇処理を必要とする区間が存在

15

：雪庇処理必要箇所

：防災点検要対策箇所

※対象区間のみ表示

秋田県

湯沢市

至

山
形

至

秋
田

奥羽本線

108

108

13

2010/01/15

縦断勾配（i>5.0%）

集落
至 大崎

至 由利本荘

［トンネル坑口雪庇処理状況］
H22.1.15

院
内
道
路

防災点検要対策箇所とは、横断BOXにひび割れ等が認められた箇所
など早急に対応が必要と認められる箇所

湯沢横手道路

下院内～雄勝こまち

約5km

院内道路（事業中）

3.0km

湯沢横手道路（開通済）

29.0km

［雪庇処理による規制状況］
H25.1.22

［雪庇処理による規制状況］
H24.2.1

2010/02/05

［雪庇処理規制時に救急搬送］
H22.2.5

2012/02/012013/01/22

■雪庇処理に伴う規制時間
・３１時間（１６回）
・Ｈ２４．１２～Ｈ２５．３



下院内～雄勝こまち

約5km

４．道路交通の状況と課題（旅行速度）

 対象地域は、堆雪による路面状況の悪化や降雪による視界不良が要因で冬期の速度低下が著しく、主要渋滞区間に
指定
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秋田県

湯沢市

至

山
形

至

秋
田

奥羽本線

108

108

13

［路面状況の悪化（積雪）］

集落

旅
行
速
度

通
常
期

下

上

冬
期

下

上

至 大崎

至 由利本荘

主要渋滞区間

＜出典＞

H24年度民間プローブ

［通常期］

H24.4～H24.11の平均値

［冬期］

H25.1降雪日の値

0～20km/h

20～30km/h

30～40km/h

40～50km/h

50km/h以上

0～20km/h

20～30km/h

30～40km/h

40～50km/h

50km/h以上

2012/02/01

院
内
道
路

※湯沢横手道路は自専道の速度を表示

湯沢横手道路

［速度低下状況(視界不良］

院内道路（事業中）

3.0km

湯沢横手道路（開通済）

26.7km

2013/01/22 2012/02/01

［路面状況の悪化（積雪）］［路面状況の悪化（積雪）］

2012/02/01
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４．道路交通の状況と課題（交通事故） 17

秋田県

湯沢市

至

山
形

至

秋
田

奥羽本線

108

108

13

：300件/億台キロ以上
：100～ 300件/億台キロ

602

684

至 大崎

至 由利本荘

 対象区間おいて、死傷事故率が高い箇所（全国平均100件/億台㌔以上）が２箇所存在（県内トップクラス）

 事故類型では、交差点が多く、信号交差点での追突事故が大半。また、重大事故割合も高い

院
内
道
路

湯沢横手道路

※対象区間のみ表示

下院内～雄勝こまち

約5km

院内道路（事業中）

3.0km

湯沢横手道路（開通済）

29.0km ＜死傷事故率（秋田県内直轄国道）＞

出典：H19～22イタルダデータ

第6位 雄勝こまちＩＣ交差点

第8位 国道１０８号交差点

（684件/億台㌔）

（602件/億台㌔）

単位：件/億台㌔

＜類型①＞ ＜類型②＞

0%

10%

20%

30%

40%

0%

10%

20%

30%

40%

12.5%
8.2%

25.0%

6.2%

出典：ITARDAデータ（H19～H22）

Ｒ１３
秋田県内平均対象区間

2011/09/11

［雄勝こまちＩＣ付近での事故状況］

至 新庄

至 秋田

＜事故類型＞

出典：ITARDAデータ（H19～H22）

＜重大事故割合（通年）＞ ＜重大事故割合（冬期）＞

出典：ITARDAデータ（H19～H22）
※冬期：12月～2月

Ｒ１３
秋田県内平均対象区間

交差点
63%

追 突
60%

出合頭
30%

単 路

正面衝突

信号交差点での
追突事故

至

山
形

出典：H19～22イタルダデータ



凡
例

通常期 冬期

４．道路交通の状況と課題（通行規制実績）

 交通事故により、過去１０年で全面通行止めは５回発生（全て冬期に発生）

 通行止め時には、大型車が通行可能な迂回路が近隣には無い状態
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秋田県

湯沢市

至

山
形

至

秋
田

奥羽本線

108

108

13

■近年の通行規制状況■

1件

4件

○件 ○件

至 大崎

至 由利本荘

湯沢横手道路

※対象区間のみ表示

下院内～雄勝こまち

約5km

院内道路（事業中）

3.0km

湯沢横手道路（開通済）

26.7km

院
内
道
路

2011/12/16 2010/02/04

[東山トンネル内での事故状況］
H22.2.4

[東山トンネル内での事故状況］
H23.12.16

0%

25%

50%

75%

100%

全面通行止め 車種別
全面通行止め 片側交互通行規制

＜新庄市～湯沢市間における
国道13号の通行規制状況＞

冬期

１回

冬期

５回

通行止め 片側規制

全ての規制が
冬期に発生

出典：国道事務所資料
期間：H15.4～H25.3（冬期／12～2月）

＜全面通行止め原因＞

出典：通行止め実績
※全体件数：5件/10年

事故
100％

大型車
60％

普通車
40％
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自
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道

東北横断自動車道いわき新潟線

東北横断自動車道いわき新潟線

東北横断自動車道東北横断自動車道
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央
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道
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央
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道

7

112

13

49

✈✈

✈✈

✈✈

✈✈

✈✈

✈✈

東北横断自動車道

東北横断自動車道
酒田線
酒田線

西日本から
タンクローリー300台
が東北へ投入

仙台市からの供給が途絶えた
新庄市へ、国道13号雄勝地区
を利用して燃料を輸送。

日
本
海
沿
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東
北
自
動
車
道

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

４．道路交通の状況と課題（緊急輸送道路） 19

 秋田・山形県間を結ぶ道路が少ない中、国道１３号は緊急輸送道路に指定されるなど重要な路線

 東日本大震災時には、多くの支援物資が太平洋側へ運ばれる中、国道１３号も救援ルートとして機能したが、事故
による規制の影響により支援車両が待機を強いられるなど信頼性が低く、緊急輸送道路としての機能が脆弱

＜東日本大震災時の救援物資輸送状況＞

＜ヒアリングより＞＜ヒアリングより＞

■仙台方面からの配送ができない
ため、秋田から、１日に２回、
新庄方面へと配送。

(秋田市運送業者）

＜山形・秋田県境の道路状況＞

2路線のみ
（国道7号・国道13号）

国道7号

鳥海ブルーライン
（冬期閉鎖）

18路線

うち冬季閉鎖

018岩手宮城県境

12秋田宮城県境

13秋田山形県境

路線数
うち冬季閉鎖

018岩手宮城県境

12秋田宮城県境

13秋田山形県境

路線数

国道13号

岩手県

宮城県山形県

秋田県

✈✈

（うち冬季閉鎖）

県境を跨ぐ路線

主要地方道・県道

補助国道

直轄国道

高規格道路

凡例

（うち冬季閉鎖）

県境を跨ぐ路線

主要地方道・県道

補助国道

直轄国道

高規格道路

凡例

7
13

4

45

47

13

2011/03/17

［通行規制に伴う待機状況］



５．政策目標の設定（地域・道路交通の課題とその原因） 20

課題 原因

地
域
に
つ
い
て

物流 ・通行止め時の迂回に伴う輸送コストの増加
・国道１３号が脆弱

⇒冬期の交通規制や通行止めが多い

産業

農業

・冬期における輸送時間の遅れから生産サイク
ルが低下

・輸送コストが高く、効率化が必要

・高速ネットワークが未整備
⇒主要地域間に高速道路の未整備区間が存在

医療
・地域病院との連携や、搬送時間の短縮と安静

搬送が課題
・冬期の救急搬送は特に時間を要する

・国道13号の速達性や安全性が不十分
⇒堆雪による幅員減少や冬期の交通規制
⇒冬期速度低下による渋滞

観光

・移動時間が読めないため、観光地での滞在時
間が短い

・秋田～山形県境間の移動時間が長いため、ツ
アーを組みにくい

・観光拠点間を結ぶネットワークの速達性や定時
制が未確保
⇒主要観光地間に高速道路の未整備区間が存在
⇒冬期の通行規制や路面状況の悪化

道
路
に
つ
い
て

構造 ・冬期間の除排雪に伴う規制が頻発

・主要幹線道路としての機能低下
⇒トンネル坑口での雪庇処理区間が存在
⇒降雪による路面状況の悪化
⇒信号交差点の存在
⇒沿道施設からの出入り
⇒大型車混入率が高い

速度 ・冬期間の速度低下に起因した渋滞

事故
・死傷事故率100件/億台㌔以上の箇所が2箇所

存在（秋田県内トップクラス）
・重大事故の発生確率が高い（特に冬期）

規制
・主に大型車が起因する事故により、10年間で

計5回の全面通行規制が発生（全て冬期）

緊急
輸送路

・東日本大震災でも救援物資ルートとなったが、
通行規制が発生し、支援車両が待機

・緊急輸送道路としての信頼性が不十分
⇒近隣に代替路が無く、国道13号1本のみ



５．政策目標の設定（地域の将来像） 21

項目 地域の将来像

冬期
○冬期交通の円滑化＜ふるさと秋田元気創造プラン(秋田県)＞
○冬期間の交通確保＜湯沢市総合振興計画＞

物流

（防災）

○県内産業を支える物流ルートの構築促進＜ふるさと秋田元気創造プラン(秋田県)＞
○物流の拡大＜湯沢市総合振興計画＞

医療
○県境を越えた広域的な救急搬送体制の構築＜ふるさと秋田元気創造プラン(秋田県)＞
○救急医療体制や地域医療体制の充実＜湯沢市総合振興計画＞

観光
○地域資源を活かした観光振興＜ふるさと秋田元気創造プラン(秋田県)＞
○県内外市町村との連携による観光振興＜湯沢市総合振興計画＞

事故
○交通事故が少ない日本一安全で安心な秋田＜ふるさと秋田元気創造プラン(秋田県)＞
○交通安全対策の推進＜湯沢市総合振興計画＞



５．政策目標の設定（今後の高速道路のあり方 中間とりまとめ） 22

 「今後の高速道路のあり方 中間取りまとめ（H23.12）」では、以下のとおり高速ネットワークに求められる機能
や整備方針を示している。

①大都市・ブロック中心都市を強化し、連携を図る

②ゲートとなる空港・港湾などとの連結性を高め、アクセス
を強化

③主要な都市間・地域間について、走行性が高い国道も活用
しつつ、安全性にも配慮して、連絡速度60km/h～80km/h程
度のサービスレベルを確保

・医療などの地域サービスへのアクセスを確保

・農業をはじめとする地方の基幹産業に必要な輸送を効率
化し、競争力を醸成

・主要な観光資源、空港などの連絡性を高め、周遊性を確
保

④災害時にも機能するネットワークを確保

・並行する国道とも連携しながら、災害時にも機能するよ
うネットワークの耐災性、補完性を確保 （Ｐ６抜粋）

①大都市・ブロック中心都市を強化し、連携を図る

②ゲートとなる空港・港湾などとの連結性を高め、アクセス
を強化

③主要な都市間・地域間について、走行性が高い国道も活用
しつつ、安全性にも配慮して、連絡速度60km/h～80km/h程
度のサービスレベルを確保

・医療などの地域サービスへのアクセスを確保

・農業をはじめとする地方の基幹産業に必要な輸送を効率
化し、競争力を醸成

・主要な観光資源、空港などの連絡性を高め、周遊性を確
保

④災害時にも機能するネットワークを確保

・並行する国道とも連携しながら、災害時にも機能するよ
うネットワークの耐災性、補完性を確保 （Ｐ６抜粋）

「繋げてこそネットワーク」を改めて認識し、脆弱な地域の耐災性を高め、国土を保全するネットワーク機能の早期確保

＜新たな整備の考え方＞

・走行性の高い国道の活用や完成２車線の採用（追い越し車線や災害などを考慮した幅員の確保）

・簡易な形式のＩＣを数多く設置するなど、利便性の向上

・避難場所としての機能など、防災機能の付加 （Ｐ１０抜粋）

「繋げてこそネットワーク」を改めて認識し、脆弱な地域の耐災性を高め、国土を保全するネットワーク機能の早期確保

＜新たな整備の考え方＞

・走行性の高い国道の活用や完成２車線の採用（追い越し車線や災害などを考慮した幅員の確保）

・簡易な形式のＩＣを数多く設置するなど、利便性の向上

・避難場所としての機能など、防災機能の付加 （Ｐ１０抜粋）

◆ネットワーク確保にあたって

◆高速道路ネットワークに求められる主な機能
＜都市・地域間のサービスレベル（都市間連絡速度）＞

山形～横手間
４０～６０km/h

【現状】

※現状の連絡速度は、最短経路とH21民間プローブデータによる
拠点間の所要時間から算出

出典：今後の高速道路のあり方 中間取りまとめデータ集（H23.12）



【冬期交通環境】

・堆雪による速度低下や運搬排雪等による片側交互通行規制など、冬期交通環境を改善する道路とは

５．政策目標の設定（整備方針の検討） 23

 地域や道路交通の課題や原因、地域の将来像等を踏まえて、以下の政策目標を設定

 これらの目標を達成するための対策案として、当該地域における高規格幹線道路の空白域について整備方針を検討

地域・道路の状況と課題

地域の将来像

高速道路のあり方
中間取りまとめ

■ 冬期交通環境の改善

■ 信頼性の高い道路ネットワークの確保

■ 医療施設への速達性の向上、安静搬送の実現

■ 地域連携の強化による観光流動等の活性化

■ 安全な道路環境の確保

○地域や道路の状況と課題、地域が目指す将来像を踏まえ、当該地域の政策目標を設定

○対策案の検討

【道路ネットワーク】

・事故による通行止め時に
も広域迂回することなく、
社会経済活動や日常生活
への影響を最小限にする
道路とは

高速道路による道路整備や既存の道路ストックを有効活用する案を設定し比較検討

【医療】

・第三次救急医療施設が無
い当該地域で、搬送が多
い医療施設までの速達性
を確保でき、安静搬送が
実現できる道路とは

【観光（地域間流動）】

・新庄市～湯沢市間の所要
時間を短縮し、交流人口
の拡大や地域資源を活か
した観光流動の拡大に資
する道路とは

【事故】

・通行車両が、事故の危険
性が少なく安心して通行
できる道路とは



６．今後の手続きの進め方

第１回
東北地方小委員会

■地域や道路交通の
現状・課題

■政策目標の設定

■計画段階評価手続
きの進め方

■意見聴取方法

意見聴取
（第１回）

○地域、道路の課題

○政策目標

○道路整備の必要性

●意見聴取方法

《アンケート》

対象：地域住民

道路利用者

企業

《ヒアリング》

対象：企業 等

東北地方小委員会

■意見聴取結果の確
認

■対策案の考え方

■対策案の検討

・ルート帯(1km幅)

■意見聴取方法

【平成２５年１１月２８日】

（今回）

意見聴取（案）

○対策案選定時に重
視する項目

●意見聴取方法

《アンケート》

対象：地域住民

道路利用者

企業

《ヒアリング》

対象：企業 等

東北地方小委員会

■意見聴取結果の確
認

■対応方針の決定

 計画段階評価手続きの進め方は以下のとおり。

地 方 小 委 員 会

24

地域の意見聴取

対
応
方
針
の
決
定
（
道
路
が
通
る
概
ね
の
ル
ー
ト
）

……
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ひがしなるせ

東成瀬村

うご

羽後町

まむろがわ

真室川町
（全戸配布）

もがみ

最上町

かねやま

金山町
（全戸配布）

ふながた

舟形町

さけがわ

鮭川村

おおくら

大蔵村

とざわ

戸沢村

おがち

湯沢雄勝地域

もがみ

最上地域
戸沢村役場

大蔵村役場

舟形町役場

新庄市役所

鮭川村役場

真室川町役場

金山町役場

湯沢市役所

東成瀬村役場

羽後町役場

雄勝総合支所

みなせ

皆瀬総合支所

いなかわ

稲川総合支所

最上町役場

じゅうもんじ

道の駅十文字

道の駅おがち

おばなざわ

道の駅尾花沢

最上総合支庁

雄勝地域振興局

新庄市
（全戸配布）

湯沢市
（全戸配布）

しょうわ かねやま

昭和～金山
Ｌ＝約１３ｋｍ

のぞき かみいんない

及位～上院内
Ｌ＝約９ｋｍ

しもいんない おがち

下院内～雄勝こまち
Ｌ＝約５ｋｍ

いんない

院内道路(事業中)
Ｌ＝３．０ｋｍ

しゅねざか

主寝坂道路
（開通済み）

開通済み
事業中
未事業化

開通済み
事業中
未事業化

～凡例～
対象地域：湯沢市、新庄市、金山町、真室川町
周辺地域：羽後町、東成瀬村、最上町、舟形町、

鮭川村、戸沢村、大蔵村

●意見聴取の概要

実施主体：国土交通省、秋田県・山形県、対象市町

周知方法：記者発表、ポスター掲示、新聞広告、
ＨＰへのバナー貼り付け、市町村広報誌

配布方法：①対象地域は全戸配布

②上記以外は、市町村役場や道の駅へのアンケート用
紙の設置

③ＨＰ上でのＷＥＢアンケート

回収方法：①郵便ポスト

②市町村役場や道の駅への投函ボックスの設置

③ＨＰ上での回答

期 間：概ね３週間

対 象：下表の通り

住民アンケート（全戸配布）：約34,600世帯

秋田県 湯沢市 16,900 世帯

34,600 世帯
山形県

新庄市 13,200 世帯

金山町 1,800 世帯

真室川町 2,700 世帯

企業アンケート：約156社

秋田県 地元企業、物流企業、農協、観光など 82 社
156 社

山形県 地元企業、物流企業、農協、観光など 74 社

企業ヒアリング

秋田県
経済団体（商工会、ＪＡ、観光協会）、消防、トラック協会をはじめ、アン
ケート対象企業から数社程度抽出

山形県
経済団体（商工会、ＪＡ、観光協会）、消防、トラック協会をはじめ、アン
ケート対象企業から数社程度抽出
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●アンケートの調査項目と活用方針

アンケートの質問項目 アンケート結果の活用 備 考

道路交通及び地域の課題
国道１３号、地域の現状について、回答者の認識を確認し、回答者の考
える課題を把握する。

第１回

地域に求められる道路の機能 対象地域が求める道路の機能を確認し、政策目標との整合性を図る。

比較ルート帯案（複数案）に
対する意見

道路整備において、地域にとって望ましい案を選ぶ際に重視する項目に
ついて把握する。

第２回

回答者の属性、利用状況 回答結果の差異に対して各分類で整理し、分析する。

共 通

その他自由意見 その他、各区間に関する意見を幅広く聴取し、計画策定の参考とする。



■第１回アンケートにおける調査方法および質問内容
①調査概要 ②一般国道１３号（各区間）の現状

⇒⇒本調査の趣旨・調査対象箇所の提示・本調査の趣旨・調査対象箇所の提示・

今後の手続きの流れ今後の手続きの流れ
⇒⇒現国道１３号における道路交通及び地域の課題の提示現国道１３号における道路交通及び地域の課題の提示

（案）

７．地域からの意見聴取方法 27

（案）

アンケート案

東北中央自動車道東北中央自動車道

（昭和～金山、及位～上院内、下院内～雄勝（昭和～金山、及位～上院内、下院内～雄勝ここまち）におけるまち）における

計画検討に関するアンケート計画検討に関するアンケート【【第１回第１回】】

東北中央自動車道は、福島県相馬市を起点とし、福島県福島市や山形県山形市を経由して秋田県横手市
に至る延長約２６８ｋｍの高規格幹線道路です。

本調査は、未事業化区間である昭和～金山、及位～上院内、下院内～雄勝こまち間（以下、対象区間と
いう）の道路整備の計画検討にあたり、アンケート調査を行うものです。

第１回アンケート調査（今回）では、地域の皆様が日頃感じている道路交通や地域の課題等についてご
意見をお聴きしたく、ご協力をお願い致します。

国土交通省 湯沢河川国道事務所 山形河川国道事務所
秋田県 山形県

湯沢市 新庄市 金山町 真室川町

青森県

岩手県

秋田県

福島県

山形県

宮城県東
北
中
央
自
動
車
道

相
馬
市
～
横
手
市

約
２
６
８
ｋ
ｍ

計画段階評価計画段階評価

東
北
地
方
小
委
員
会

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

東
北
地
方
小
委
員
会

新
規
採
択
時
評
価

事
業
化

東
北
地
方
小
委
員
会

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

●計画段階評価の詳しい情報は、「東北地方整備局、湯
沢・山形河川国道事務所のＨＰ」へアクセス願います。

●インターネットによる回答を行う場合には、「東北中
央道_計画段階評価」で検索し、以下のバナーからアク

セスして下さい。

●計画段階評価の詳しい情報は、「東北地方整備局、湯
沢・山形河川国道事務所のＨＰ」へアクセス願います。

●インターネットによる回答を行う場合には、「東北中
央道_計画段階評価」で検索し、以下のバナーからアク

セスして下さい。

計画段階評価の流れ計画段階評価の流れ

今はここ！

昭和～金山
約１３ｋｍ

及位～上院内
約９ｋｍ

下院内～雄勝こまち
約５ｋｍ

院内道路(事業中)
３．０ｋｍ

H28開通予定

主寝坂道路
H20.3全線開通

しょうわ かねやま のぞき かみいんない しもいんないかみいんない おがち

横手

山形

福島

相馬

事業中区間
未事業化区間
事業中区間
未事業化区間

１

東北横断自動車道釜石秋田線

… …

全面通行止め 片側交互通行規制

国道１３号（対象区間）の状況国道１３号（対象区間）の状況
しもいんない

下院内～
おがち

雄勝こまち
約5km

いんない

院内道路
（事業中）

3.0km

しゅねざか

主寝坂道路（開通済み）
9.9km

しょうわ かねやま

昭和～金山
約13km

いずみた

泉田道路（事業中）
8.2km

湯沢横手道路
（開通済み）

29.0km

奥羽本線

至 大崎

のぞき かみいんない

及位～上院内
約9km

1313
1313

1313 1313

1313

108108

秋田県

湯沢市

山形県

真室川町
金山町

新庄市

至

山
形 至

秋
田

至 由利本荘

108108

金山町役場金山町役場

道の駅道の駅おがちおがち

雄勝雄勝ここまちまちICIC

344344

高規格道路(事業中)

高規格道路(供用中)

一般国道

主要地方道

一般県道

集落

高規格道路(事業中)

高規格道路(供用中)

一般国道

主要地方道

一般県道

高規格道路(事業中)

高規格道路(供用中)

一般国道

主要地方道

一般県道

集落集落

至 酒田

事故の発生割合が高い箇所

運搬排雪が必要な区間

雪庇処理が必要な箇所

事故の発生割合が高い箇所

運搬排雪が必要な区間

雪庇処理が必要な箇所
2010/01/15

トンネル入口の雪庇処理の様子

2010/01/15

トンネル入口の雪庇処理の様子

2012/03/17

トンネル内の通行規制により渋滞発生

2012/03/17

トンネル内の通行規制により渋滞発生

2012/03/17

トンネル内の通行規制により渋滞発生

2011/09/11

死傷事故が発生しやすい交差点

至 横手

2011/09/11

死傷事故が発生しやすい交差点

至 横手

2011/09/11

死傷事故が発生しやすい交差点

至 横手

国道１３号（対象区間）における課題国道１３号（対象区間）における課題

（主
）新
庄
鮭
川
戸
沢
線

（県
）赤
坂
真
室
川
線

（県
）仁

田
山
平
岡
線

（県）平岡日当線

（
県
）
釜
渕
中
田
線

（主）雄勝
金山線

（
主
）
真
室
川
鮭
川
線

（主）湯沢
雄勝線

湯沢市役所雄勝庁舎湯沢市役所雄勝庁舎

＜通行止めの回数(H15.4～H25.3)＞
1 頻繁におきる通行止め

2 ノロノロの冬道

3 近いようで遠い秋田～山形間

4 事故の発生割合が高い道路

●過去１０年間で、自然災害や交通事故
による通行止めが２２回も発生してい
ます。（通行止めの場合は、近くに迂
回路はありません。）

●秋田市～山形市間は、距離がほぼ同じ東北縦貫道のＩＣ
間に比べ、多くの時間がかかっています。

＜路面状況の悪化による渋滞＞
（金山町中心部）

①除雪で溜まった雪により、歩道や車道が狭くなる。
②溜まった雪の運搬時に、片側１車線規制となる。

雪堤

運搬排雪作業中

雪堤

8,000（2車線）

6,500

3,250 3,250

750750

※距離はＩＣ～ＩＣ間距離で算出。高速道路が無い区間は現道距離。

⇒そのため、輸送の遅れや運
転の負担の増大などが考え
られます。

●豪雪地帯のため、冬期の積雪により
道幅が狭くなったり、除雪のために
通行規制となる場所では、ノロノロ
運転が多くなっています。

⇒そのため、冬期の救急車
の搬送などに時間を要し
ていると考えられます。

＜道路脇に除雪した雪の除去の様子＞

⇒そのため、周遊観光プランで移動時間の課
題などが多いと考えられます。

●事故の発生割合が高い箇所が多数存
在し、交差点での追突やカーブ等で
の事故が多く、重大事故の割合も高
くなっています。

⇒そのため、道路利用者や沿線住民
の安全性が低下していると考えら
れます。

真室川町

〔雪庇処理とは〕道路に向かってひさしのように張り出して積もる雪を「雪庇」といい、これらを取り除くことをいいます。

２

金山町中心部での運搬排雪の様子

〔運搬排雪とは〕除雪で溜まった雪をトラックに積み、別の場所に運ぶことをいいます。

全車：８６百台/日

大型：１２百台/日

全車：４７百台/日

大型：１６百台/日

全車：３６百台/日

大型：１４百台/日

全車：３４百台/日

大型：１４百台/日

全車：３３百台/日

大型：１３百台/日

全車：４６百台/日

大型：１６百台/日

全車：８３百台/日

大型：２７百台/日

冬期

２０回冬期

１６回

通常期

１９回

通常期

６回

３９回

２２回２２回

2013/03/01

22.0%

6.3%

0%

10%

20%

30%

未事業化
区間

山形・秋田
県内R13

山形・秋田県
内R13

対象区間
3区間平均

県内平均の
２倍以上

全車交通量

大型車交通量

■Ｈ２２道路交通センサス

全車交通量

大型車交通量

■Ｈ２２道路交通センサス
仮）昭和仮）昭和ICIC

重大事故割合：対象区間における事故件数に占める死亡・重傷事故の割合

＜重大事故割合＞

出典：H22道路交通センサス

＜日本海側と太平洋側の都市間距離と時間＞

東
北
縦
貫
道(

全
線
整
備
済
み)

＜豪雪によるスタック車の発生＞
（秋田山形県境部）

秋田市
（秋田中央ＩＣ）

山形市
（山形蔵王ＩＣ） 宮城県内

（村田ＩＣ）

盛岡市
（盛岡ＩＣ）

秋田市～山形市
延長：約200km
時間：約3:00

盛岡市～宮城県内
延長：約200km
時間：約2:20

同じ距離でも
約４０分長い

＜最上公園（新庄市）＞ ＜秋ノ宮温泉郷（湯沢市）＞

東
北
中
央
道(

未
整
備
区
間
あ
り)

秋田道

＜事故の形態（全59件）＞

出典：H19～H22イタルダデータ出典：H19～H22イタルダデータ

追突

２２件

正面衝突

７件
出会い頭

７件

車両単独

１４件

対人

５件

その他

４件
主に交差点主に交差点

カーブ等に起因カーブ等に起因



アンケート案
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■第１回アンケートにおける調査方法および質問内容
③質問事項

⇒○⇒○ 利用状況、目的を確認利用状況、目的を確認
○○ 国道１３号国道１３号の各区間におけるの各区間における課題課題

○○ 道路に求める機能道路に求める機能

（案）

（ハガキ／表面） （ハガキ／裏面）

0 1 2 0 8 6 2

秋田県湯沢市関口字上寺沢64-2

国土交通省 東北地方整備局

湯沢河川国道事務所 調査第二課 行

男

・
女

性別

□あり □なし
運転
免許

［ ］ 都 ・ 道 ・ 府 ・ 県

［ ］ 市 ・ 町 ・ 村

地区名［ ］

会社員 ・ 公務員 ・ 自営業

学生 ・ 主婦 ・ 無職

その他（ ）

□１０代 □２０代 □３０代 □４０代

□５０代 □６０代 □７０代以上

住所

職業

年齢

あなたについてお聞かせください

男

・
女

性別

□あり □なし
運転
免許

［ ］ 都 ・ 道 ・ 府 ・ 県

［ ］ 市 ・ 町 ・ 村

地区名［ ］

会社員 ・ 公務員 ・ 自営業

学生 ・ 主婦 ・ 無職

その他（ ）

□１０代 □２０代 □３０代 □４０代

□５０代 □６０代 □７０代以上

住所

職業

年齢

あなたについてお聞かせください

※個人情報を同意なく第三者に開示・提供することはありません。
（法令により開示を求められた場合を除きます。）

バーコード

ご協力お願いいたします。

□１ □２ □３

□４ □５

□６

□１ □２ □３

□４ □５

□６

□１ □２ □３

□４ □５

□６
問２

□１ □２ □３

□４ □５

□１ □２ □３

□４ □５

□１ □２ □３

□４ □５
問１

下院内～雄勝こまち及位～上院内昭和～金山

□１ □２ □３

□４ □５

□６

□１ □２ □３

□４ □５

□６

□１ □２ □３

□４ □５

□６
問２

□１ □２ □３

□４ □５

□１ □２ □３

□４ □５

□１ □２ □３

□４ □５
問１

下院内～雄勝こまち及位～上院内昭和～金山

※１つ選ぶ

※複数回答可

⇒裏面に続きます

アンケート回答欄
※区間別に３区間についてお答え下さい。

□１ □２ □３

□４ □５ □６

□１ □２ □３

□４ □５ □６

□１ □２ □３

□４ □５ □６

問３

問５

□１ □２ □３

□４ □５ □６

□７

□１ □２ □３

□４ □５ □６

□７

□１ □２ □３

□４ □５ □６

□７

問４

下院内～雄勝こまち及位～上院内昭和～金山

□１ □２ □３

□４ □５ □６

□１ □２ □３

□４ □５ □６

□１ □２ □３

□４ □５ □６

問３

問５

□１ □２ □３

□４ □５ □６

□７

□１ □２ □３

□４ □５ □６

□７

□１ □２ □３

□４ □５ □６

□７

問４

下院内～雄勝こまち及位～上院内昭和～金山

※自由記述

※複数回答可

⇒表面からの続きです

※複数回答可

※区間別に３区間についてお答え下さい。

ご協力ありがとうございました。

■問２ 国道１３号（対象区間）の主な利用目的は
何ですか？ ※複数回答可

１．通勤・通学 ４．業務(営業・運送等)

２．通院 ５．観光・レジャー

３．家事・買物 ６．その他

■問２ 国道１３号（対象区間）の主な利用目的は
何ですか？ ※複数回答可

１．通勤・通学 ４．業務(営業・運送等)

２．通院 ５．観光・レジャー

３．家事・買物 ６．その他

■問１ 国道１３号（対象区間）をどのぐらいの頻度で
利用しますか？ ※１つ選ぶ

１．毎日 ４．ほとんど利用しない

２．週に数回程度 ５．利用したことがない

３．月に数回程度

■問１ 国道１３号（対象区間）をどのぐらいの頻度で
利用しますか？ ※１つ選ぶ

１．毎日 ４．ほとんど利用しない

２．週に数回程度 ５．利用したことがない

３．月に数回程度

５．交通事故のリスクが高い

■問３ 国道１３号（対象区間）で困ったことや問題点は
何ですか？ ※複数回答可

１．自然災害や交通事故による通行止めが多い

２．目的地までの時間がかかる（冬期には速度が低下）

３．急坂が多く道路幅も狭いため冬期には特に走りにくい

４．除排雪等による車線規制が多い

６．その他 ※回答欄の〔 〕内にご記入下さい

５．交通事故のリスクが高い

■問３ 国道１３号（対象区間）で困ったことや問題点は
何ですか？ ※複数回答可

１．自然災害や交通事故による通行止めが多い

２．目的地までの時間がかかる（冬期には速度が低下）

３．急坂が多く道路幅も狭いため冬期には特に走りにくい

４．除排雪等による車線規制が多い

６．その他 ※回答欄の〔 〕内にご記入下さい

３．自然災害や交通事故で通行止めになりにくいこと

２．最短時間で結ぶ物流経路を確保できること

■問４ 当該地域（対象区間）には、どのような機能を
持つ道路が求められますか？ ※複数回答可

１．冬期の影響を受けにくいこと

４．救急病院に早く行けること

５．観光交流を促進すること

６．交通事故が少なく安全に走行できること

７．その他 ※回答欄の〔 〕内にご記入下さい

３．自然災害や交通事故で通行止めになりにくいこと

２．最短時間で結ぶ物流経路を確保できること

■問４ 当該地域（対象区間）には、どのような機能を
持つ道路が求められますか？ ※複数回答可

１．冬期の影響を受けにくいこと

４．救急病院に早く行けること

５．観光交流を促進すること

６．交通事故が少なく安全に走行できること

７．その他 ※回答欄の〔 〕内にご記入下さい

■問５ これまでの質問以外に、ご意見がありましたら
お聴かせ下さい。

回答欄にご自由にお書きください。

■問５ これまでの質問以外に、ご意見がありましたら
お聴かせ下さい。

回答欄にご自由にお書きください。


